




























域にて実施された RAISE プロジェクト(Sugita et 










どが測定された（Kojima, 2004; Urano, 2004）． 


















































計算した 30 分代表値である．LAI ゼロ付近では，
植物生育期に比べて z0mは小さく，z0hは大きくな
る．z0m は LAI 増加に対してほぼ一定であり，植
物成長による地表面形態の変化の効果は小さい． 



















図２ 運動量粗度(z0m)と LAI（AL）の関係 
 






































る．すなわち，KBU サイトと JH サイトでは LAI






















なる JH（前述）以外の３サイトでは 23Wm-2 で，
JH も含めた４サイトでは 48Wm-2となった（図４）． 
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